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はじめに

我が国の結核罹患率は、２０２１年に人口10万対10人未満となり、
やっと欧米先進国と同様に、低蔓延国となった。
現在の感染者の傾向としては、高齢者と外国出生者が主流となり、

今後もしばらくはこの状況が続くと考えられる。
現在の結核医療制度と現状との間には、ずれが出てきており、

早急な対策が必要である。

全国、福島県の結核感染状況と将来性の分析に基づき、
今後の結核診療体制の方向性、あり方について、

結核病学会・結核研究所等の関係機関の提言や発言を参考に、
私見を交えて、考察した。



2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

全国 14.4 13.9 13.3 12.3 11.5 10.1 9.2 8.2

福島 9.8 8.6 7.3 9.8 6.9 6.7 5.6 4.6

東京 17.1 17.2 16.1 14.3 13.0 11.3 10.2 8.5

大阪 23.5 22.0 21.3 20.5 18.4 15.8 13.3 12.7
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我が国における結核罹患率の推移

全国罹患率は
2021年に
10万人対10人未満となり

低蔓延国 に

福島県は、
2022年
全国一低い罹患率に

結核の統計 2024 を基に作成
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90歳以上 80～89歳 70～79歳

60～69歳 50～59歳 40～49歳

30～39歳 20～29歳 15～19歳

10～14歳 5～9歳 0～4歳

高齢者

全患者における年齢別割合

患者数全体は減少

患者全体に占める
高齢者の割合は高い

今後は、
結核既感染者が減ることで
高齢者結核も減少する

結核の統計 2024 を基に作成

全体的には減少



外国出生患者数、割合の推移

ここ数年患者数は減ってるが、
全患者に占める
外国出生患者の割合は
増えている

外国出生者の10～40代での
患者割合は高く、
特に、

20代では70％以上を占める

結核予防会・結核の統計2022



年齢別にみた出生国の違いによる患者の割合

60以上はほぼ日本人だが、
20代、30代では、
外国出生者の割合が高い

今後の感染状況は

高齢者感染
と

外国出生者感染

特に、こちらが今後の課題



世界の結核罹患率

アジア諸国は、
まだ高蔓延国

技能実習生や
日本語学校生として
アジア各国からの
入国が多い



外国出生者結核の現状

80％以上が、アジア出生者



外国出生者結核の現状
通常の場合、
標準治療成功は、約70％ くらい

外国出生者結核では、
治療完遂・成功が、
約60％ くらい

今後の課題



外国出生者結核対策

厚生労働省：入国前結核スクリーニングの実施について
熊本県 ホームページ より



福島県内の結核診療体制

の病院は病棟休止中

いわきは病棟休止中、
白河は、少数なら入院可
実質的には、3病院40床が稼働
病院は県北と会津に集中

福島県医療計画 より



現状分析のまとめと課題
・我が国の結核患者は減少傾向だが、

周辺のアジア諸国はまだまだ高蔓延国
・問題となる患者は、高齢者と外国出生者の二極化になりつつある
・今後、高齢者結核は減少、

外国出生者結核は増加または横ばいの可能性が大
・福島県は全国でも結核患者が少ない県の一つ
・県内の結核病床は減少傾向、結核病棟休止中の病院もある
・県内の結核病床は、特定の地域に偏在しつつある

・結核対策も、患者の傾向や現状に合わせていく必要あり
・外国出生者結核対策の充実は急がれる
・診療体制も、現状にあった対応、将来を考慮した対策が重要
・患者数の減少に伴い、結核を診療できる医師も減少


